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三

実
録
的
写
本
『
三
国
悪
狐
伝
』
の
伝
本
に
つ
い
て
（
馮
）

一
、
問
題
の
所
在

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
に
江
戸
で
刊
行
さ
れ
た
『
絵
本
三
国
妖
婦
伝
』（
高

井
蘭
山
著
・
十
五
巻
）、
お
よ
び
そ
の
二
年
後
（
一
八
〇
五
）
に
上
方
で
出
版

さ
れ
た
『
画
本
玉
藻
譚
』（
岡
田
玉
山
画
・
五
巻
）
を
経
て
、
狐
妖
あ
る
い
は

玉た
ま
も
の
ま
え

藻
前
を
テ
ー
マ
と
す
る
作
品
が
、
ほ
ぼ
毎
年
多
岐
に
亘
っ
て
作
り
出
さ
れ
て
い

た

1

。
こ
の
二
書
の
出
現
が
、
近
世
に
お
け
る
狐
妖
に
ま
つ
わ
る
一
つ
の
ブ
ー
ム
を

湧
き
起
こ
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
二
作
品
の
形
成
上
に
影
響
を
与
え
た
の
が
、『
三
国
悪
狐
伝
』

（
別
名
『
悪
狐
三
国
伝
』・
著
者
未
詳
・
寛
政
九
年
か
）
と
い
う
実
録
的
写
本
で
あ

る

2

。『
三
国
悪
狐
伝
』
の
存
在
な
く
し
て
、『
絵
本
三
国
妖
婦
伝
』
と
『
画
本
玉
藻

譚
』
の
出
現
は
望
め
な
い
、
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。『
三
国
悪
狐
伝
』

は
い
わ
ゆ
る
三
国
伝
来
の
狐
変
妖
婦
譚
を
物
語
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
九
尾
の
狐
が
唐
土
で
は
妲だ
っ

己き

と
化
し
て
殷
の
紂
ち
ゅ
う

王お
う

を
魅
惑
し
（
妲

己
譚
）、
失
敗
し
た
後
天
竺
に
逃
げ
込
ん
で
花か

陽よ
う

夫ふ

人じ
ん

と
変
じ
て
斑は
ん

足ぞ
く

王お
う

を
魅
了

す
る
（
花
陽
夫
人
譚
）。
退
治
さ
れ
た
狐
妖
は
再
び
唐
土
に
戻
り
、
周
の
幽ゆ
う

王お
う

の

愛
妃
で
あ
る
褒ほ
う

姒じ

と
な
っ
て
悪
事
を
為
す
が
、
失
敗
を
喫
す
る
（
褒
姒
譚
）。
狐

妖
は
最
後
に
本
朝
に
渡
り
、
玉た
ま

藻も
の

前ま
え

と
変
じ
て
鳥と

羽ば

院い
ん

を
誘
惑
す
る
が
、
陰
陽
師

安あ
べ
の倍
（
部
）
泰や
す

近ち
か

に
正
体
を
暴
か
れ
、
玄げ
ん

翁の
う

に
よ
っ
て
成
仏
す
る
（
玉
藻
前
譚
）。

『
三
国
悪
狐
伝
』
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
主
に
『
絵
本
三
国
妖
婦
伝
』
と
『
画

本
玉
藻
譚
』
へ
の
影
響
に
注
目
し
て
い
る
。
後
藤
丹
治
に
よ
っ
て
、『
三
国
悪
狐

伝
』
が
『
絵
本
三
国
妖
婦
伝
』
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
考
証
さ
れ
、
堀
誠
は
さ
ら

に
『
三
国
悪
狐
伝
』
の
巻
数
に
着
眼
し
、
そ
の
確
実
な
影
響
を
指
摘
す
る
。『
画

本
玉
藻
譚
』
へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
筆
者
も
少
し
く
分
析
を
試
み
た
。
ま
た
、

山
下
琢
巳
は
、「
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）」
の
年
記
を
持
つ
伝
本
、
お
よ
び
そ
の

他
十
三
本
の
伝
本
を
取
り
上
げ
、『
三
国
悪
狐
伝
』
の
成
立
年
次
を
推
測
す
る

3

。

調
査
を
進
め
て
い
く
と
、『
三
国
悪
狐
伝
』
の
伝
本
が
非
常
に
多
い
こ
と
に
気

付
く
。
こ
れ
ら
の
伝
本
は
貴
重
な
研
究
材
料
と
な
る
が
、
管
見
の
限
り
、『
三
国

悪
狐
伝
』
の
伝
本
に
対
す
る
専
論
が
見
当
た
ら
ず
、
わ
ず
か
に
山
下
の
論
文
に
お

い
て
伝
本
の
内
容
に
言
及
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。
山
下
は
性
格
が
異
な
る
二
本

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
紀
要　
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実
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写
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四
四

実
録
的
写
本
『
三
国
悪
狐
伝
』
の
伝
本
に
つ
い
て
（
馮
）

を
除
い
た
残
り
の
十
二
本
に
対
し
、「
写
書
の
過
程
で
生
じ
た
誤
字
・
脱
字
や
表

記
・
言
い
ま
わ
し
の
相
違
と
い
っ
た
程
度
の
異
動
が
み
ら
れ
る
の
み
で
お
お
き
な

異
文
と
い
っ
た
も
の
は
な
い
」
と
ま
と
め
る
。
あ
る
い
は
こ
れ
は
、
調
査
し
た

伝
本
が
異
な
る
こ
と
か
ら
生
じ
た
異
同
か
も
し
れ
な
い
が
、
筆
者
が
目
睹
し
た

二
十
六
本
の
『
三
国
悪
狐
伝
』
の
伝
本
の
間
に
は
、
単
な
る
脱
字
や
言
い
ま
わ

し
の
範
疇
を
超
え
る
異
文
や
、
注
記
の
多
寡
等
の
か
な
り
顕
著
な
異
同
が
見
つ
か

り
、
伝
本
に
対
し
て
改
め
て
整
理
・
分
析
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
山
下
は
「
寛
政
九
年
」
の
年
記
を
持
つ
伝
本
に
対
し
、「
こ
の
種
の
記

載
が
、
そ
の
ま
ま
信
用
で
き
な
い
こ
と
は
よ
く
言
わ
れ
る
こ
と
で
あ
り
充
分
な
考

察
を
要
す
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
今
回
の
調
査
で
は
、「
寛
政
九
年
」
の
年
記

を
有
す
る
伝
本
を
閲
覧
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
一
定
数
の
伝
本
を
精
査

し
、
見
え
て
き
た
各
本
の
相
違
と
特
徴
か
ら
、
源
流
と
な
る
祖
本
を
内
容
的
に
推

定
す
る
の
も
有
効
な
方
法
だ
と
言
え
よ
う
。

本
論
で
は
ま
ず
『
三
国
悪
狐
伝
』
の
伝
本
を
整
理
分
析
し
、
分
類
を
行
っ
た
上

で
、
祖
本
の
内
容
に
対
し
て
推
定
を
試
み
た
い
。

二
、
伝
本
の
分
類

今
回
の
調
査
で
は
二
十
六
本
の
『
三
国
悪
狐
伝
』
の
伝
本
を
対
象
と
し
て
、
各

伝
本
の
書
誌
的
情
報
を
末
尾
の
︻
附
表
︼
に
整
理
し
た

4

。
表
に
示
し
た
通
り
、
性

格
が
異
な
る
二
本
を
除
き
、
こ
れ
ら
の
伝
本
を
甲
・
乙
・
丙
の
三
系
統
に
分
類
で

き
る
。
前
も
っ
て
言
え
ば
、
ま
ず
甲
系
統
と
乙
系
統
は
記
載
内
容
上
の
多
寡
、
注

記
の
条
数
の
観
点
（
後
述
）
を
根
拠
と
す
る
も
の
で
、
丙
系
統
は
甲
乙
二
系
統
が

混
合
し
た
も
の
で
あ
る
。
系
統
を
甲
乙
に
分
け
る
根
拠
を
提
示
し
、
か
つ
丙
系
統

に
つ
い
て
は
後
述
し
た
い
。

Ⅰ　

内
容
の
相
違

︻
附
表
︼
の
「
標
題
条
数
」
に
示
し
た
よ
う
に
、
各
伝
本
（
欠
文
が
含
ま
れ
る

架
蔵
A
本
と
不
全
本
を
除
く
）
は
い
ず
れ
も
二
十
六
条
の
標
題
を
持
ち
、
物
語
の

本
筋
と
関
わ
る
大
き
な
異
文
は
存
在
し
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
三
国
悪
狐
伝
』

は
成
立
当
初
よ
り
、
既
に
二
十
六
条
の
体
裁
を
持
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
ま

た
、『
三
国
悪
狐
伝
』
は
写
本
で
あ
る
た
め
、
伝
写
の
過
程
で
書
写
者
間
に
よ
る

微
細
な
表
現
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
（
山
下
が
言
う
「
言
い
ま
わ
し
」
に
当
た

る
）。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
表
現
上
の
違
い
を
除
き
、
甲
・
乙
の
系
統
を
比
べ
る

と
、
乙
系
統
に
共
通
す
る
内
容
の
相
違
が
看
取
で
き
る
。
現
に
早
大
本
を
甲
系
統

の
底
本
と
し
、
架
蔵
D
本
に
拠
っ
て
乙
系
統
本
の
内
容
を
示
す

5

。

例
え
ば
、
第
十
八
条
「
安
部（
倍
）播
磨
守
泰
近
恥
辱
を
請
る
事 

並 

加
茂
明
神
霊
夢

の
事
」
の
部
分
で
あ
る
。
玉
藻
前
が
鳥
羽
院
を
妖
惑
す
る
が
、
安
部（
倍
）泰
近
が
占
い

に
よ
っ
て
玉
藻
前
の
正
体
を
知
り
、
玉
藻
前
と
の
対
面
を
請
う
。
甲
系
統
で
は
、

︹
甲
系
統
︺
人
皇
七
十
四
代
鳥
羽
院
と
申
奉
る
は
、
実
に
大
度
の
君
成
し
が
、

上
た
る
の
行
ひ
を
失
ひ
、
御
身
の
あ
や
う
き
事
、
誠
に
其
位
を
勤
て
其
外
を

ね
ら
わ
ず
、
此
事
成
べ
し
。
▼
去
程
に
、
安
部（
倍
）播
磨
守
泰
近
は
、
禁
庭
よ
り

御
召
に
よ
つ
て
、
裳
束
を
改
め
清
涼
殿
に
出
け
れ
は
⋮
⋮

と
あ
り
、
鳥
羽
院
を
批
判
し
た
後
、
直
接
泰
近
の
参
上
を
述
べ
る
。
乙
系
統
で
は
、

︹
乙
系
統
︺
人
皇
七
拾
四
代
鳥
羽
院
と
申
奉
る
は
、
元
は
寛
仁
大
度
の
君
に



四
五

実
録
的
写
本
『
三
国
悪
狐
伝
』
の
伝
本
に
つ
い
て
（
馮
）

て
、
一
天
四
海
の
御
主
に
て
渡
ら
せ
給
へ
し
が
、
上
た
る
の
行
ひ
失
ひ
給
へ
、

既
に
玉
体
の
あ
や
ふ
き
に
至
り
、
是
其
位
を
勤
行
ひ
其
外
を
願
ず
と
は
、
此

事
成
へ
し
。
既
に
此
度
、
玉
藻
前
の
業
に
し
て
御
脳
に
渡
ら
せ
給
へ
し
に
、

安
部（

倍
）

泰
近
周
易
の
名
人
た
る
故
に
、
玉
藻
前
の
所
為
也
と
云
事
を
し
り
し

故
、
再
度
此
儀
を
関
白
殿
へ
申
上
た
り
し
所
に
、
玉
藻
前
は
直
に
対
談
せ
ひ

と
い
ふ
に
付
て
、
既
に
其
日
に
至
り
し
か
は
、
安
部（
倍
）泰
近
は
装
束
を
改
め
御

殿
へ
出
る
に
⋮
⋮

と
あ
り
、
多
少
の
表
現
の
相
違
が
あ
る
が
、
鳥
羽
院
を
批
判
す
る
内
容
が
共
通
す

る
。
し
か
し
、
甲
系
統
と
異
な
り
、
乙
系
統
で
は
泰
近
が
関
白
に
対
談
を
請
う
こ

と
が
言
及
さ
れ
て
か
ら
（
傍
線
部
）、
泰
近
の
参
内
を
記
述
す
る
。
す
な
わ
ち
、

甲
系
統
の
▼
に
相
当
す
る
箇
所
に
、
乙
系
統
で
は
下
線
部
の
内
容
が
増
益
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
架
蔵
D
本
の
み
な
ら
ず
、
乙
系
統
の
伝
本
全
て
に
お
い
て
見
ら
れ

る
特
徴
で
あ
る

6

。

こ
の
よ
う
な
増
益
箇
所
は
『
三
国
悪
狐
伝
』
の
他
の
部
分
に
も
見
出
さ
れ
る
。

第
二
十
二
条
「
狐
泰
近
に
化
し
て
八
郎
謀
る
事 

並 

八
郎
山
鳥
の
尾
持
帰
る
事
」

の
末
尾
に
、

︹
甲
系
統
︺（
前
略
）
時
に
八
郎
宗
重
は
、
先
暫
く
訴
へ
も
少
し
す
く
な
き
故
、

其
儘
に
さ
し
置
也
。
既
に
其
時
代
崇
徳
院
の
御
宇
宝
（
保
カ
）
延
の
頃
也
。
狐
那
須

野
に
留
り
て
は
や
二
十
年
に
も
及
し
が
、
八
郎
し
よ
ふ
な
き
に
依
て
、
其
儘

に
捨
置
て
年
月
を
送
り
け
り
。

︹
乙
系
統
︺（
前
略
）
時
に
宗
重
は
、
訴
へ
も
少
な
く
成
し
故
に
、
其
儘
に
指

置
け
る
に
、
既
に
其
時
御
代
は
崇
徳
院
の
御
宇
保
延
の
頃
也
け
り
。
狐
那
須

野
に
来
り
て
よ
り
は
最
早
今
年
迄
二
拾
年
に
及
ひ
し
か
、
八
郎
も
仕
方
な
き

に
よ
つ
て
、
其
儘
に
捨
置
け
る
か
、
往
来
は
絶
て
な
く
、
衆
民
嘆
き
悲
し
み
、

近
郷
近
村
の
百
姓
も
甚
た
稀
に
成
て
、
哀
れ
な
り
け
る
有
様
な
り
。

と
あ
る
。
甲
乙
と
も
に
、
狐
妖
に
対
し
て
な
す
術
の
な
い
那
須
野
の
領
主
・
宗
重

が
描
か
れ
て
い
る
が
、
乙
系
統
で
は
最
後
に
往
来
の
人
々
が
途
絶
え
る
こ
と
（
傍

線
部
）
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
甲
系
統
に
は
な
い
内
容
で
あ
る
。

ま
た
、
第
二
十
六
条
「
玄
翁
和
尚
石
魂
と
問
答
之
事 

並 

殺
生
石
佛
花
を
得
る

事
」
の
冒
頭
も
同
様
で
あ
る
。

︹
甲
系
統
︺
然
る
に
建
久
七
年
に
、
播
州
法
華
寺
に
玄
翁
和
尚
と
い
ふ
僧
あ

り
。
是
誠
に
道
人
也
。
其
節
は
源
平
の
戦
ひ
も
納
り
、
頼
朝
公
征
夷
大
将
軍

に
任
ぜ
ら
れ
、
鎌
倉
に
御
坐
ま
し
ま
す
。
是
に
依
て
玄
翁
和
尚
、
京
都
に
至

り
此
趣
き
を
奏
聞
し
て
、
か
ま
く
ら
御
坐
ま
し
ま
す
頼
朝
公
へ
願
ひ
け
れ

は
⋮
⋮

︹
乙
系
統
︺
去
程
に
、
那
須
野
ゝ
原
の
殺
生
石
は
、
是
迄
貴
僧
教
化
す
る
と

い
へ
共
、
却
て
こ
れ
に
怨
み
を
な
し
て
、
貴
僧
達
も
即
死
に
及
ひ
け
る
。
誠

に
其
執
魂
甚
敷
、
斯
て
害
を
成
す
事
四
十
余
年
に
及
ひ
け
る
。
然
る
に
建
久

七
年
、
播
磨
国
法
花
寺
の
禅
僧
に
玄
翁
和
尚
と
云
人
有
け
り
。
是
実
の
道
人

な
り
け
り
。
其
節
は
源
平
の
戦
ひ
も
治
り
て
、
源
頼
朝
卿
征
夷
大
将
軍
に
任

せ
ら
れ
て
、
鎌
倉
に
お
わ
し
ま
す
。
是
に
依
て
玄
翁
和
尚
、
京
都
に
登
り
て

此
趣
を
奏
問
し
て
、
夫
よ
り
鎌
倉
に
至
り
、
殺
生
石
を
教
化
致
度
願
ひ
け
れ

は
⋮
⋮

乙
系
統
で
は
、
貴
僧
た
ち
が
殺
生
石
へ
の
教
化
を
試
み
る
が
、
成
功
し
な
い
こ



四
六

実
録
的
写
本
『
三
国
悪
狐
伝
』
の
伝
本
に
つ
い
て
（
馮
）

と
（
傍
線
部
）
が
記
さ
れ
る
が
、
甲
系
統
で
は
類
似
す
る
行
文
が
な
い
。
こ
の
よ

う
な
甲
・
乙
系
統
の
異
同
は
内
容
の
み
な
ら
ず
、
標
題
の
位
置
に
も
反
映
さ
れ
て

い
る
。

Ⅱ　

標
題
の
位
置

『
三
国
悪
狐
伝
』
は
二
十
六
条
の
標
題
を
有
す
る
が
、
そ
の
う
ち
、
第
九
条

「
耆ぎ

婆ば

花
陽
と
医
学
を
論
す
る
事 
並 

耆
婆
霊
夢
を
蒙
る
事
」
の
位
置
は
、
系
統
に

よ
っ
て
異
な
る
。
甲
系
統
で
は
、
第
八
条
「
孫
妟
大
臣
耆
婆
を
執
成
之
事　
並　
華（
花
）

陽
耆
婆
と
問
答
之
事
」
に
次
い
で
第
九
条
が
始
ま
り
、
第
九
条
の
冒
頭
で
は
花
陽

夫
人
が
座
に
定
ま
る
こ
と
が
記
さ
れ
る
。

︹
甲
系
統
︺（
第
八
条
標
題
）
孫
妟
大
臣
耆
婆
を
執
成
之
事
並
華

（
花
）陽

耆
婆
と
問
答
之
事

去
程
に
、
耆
婆
は
閉
門
の
身
と
成
て
（
花
陽
夫
人
と
の
対
面
が
許
さ
れ
る
）

耆
婆
大
ひ
に
悦
び
、
御
殿
に
お
ゐ
て
畜
生
の
体
を
あ
ら
は
さ
ん
と
待
居
た

り
。
▼
既
に
其
日
に
い
た
れ
ば
、
耆
婆
は
装
束
を
改
め
御
殿
に
出
け
れ
ば
、

大
臣
以
下
の
諸
官
人
に
至
る
ま
て
、
今
日
は
御
殿
に
お
ゐ
て
華（

花
）陽

婦
人
と
耆

婆
と
問
答
あ
り
、
見
物
せ
ん
と
追
ゝ
来
る
（
花
陽
夫
人
の
身
貌
を
見
る
や
）

諸
人
こ
れ
を
見
て
心
も
そ
ら
に
成
て
、
う
つ
ゝ
の
ご
と
く
な
が
め
居
た
り

け
り
。

（
第
九
条
標
題
）
耆
婆
花
陽
と
医
学
を
論
す
る
事 

並 

耆
婆
霊
夢
を
蒙
る
事

斯
て
華（
花
）陽
婦
人
は
御
殿
よ
り
出
て
座
定
り
て
、
華（
花
）陽
、
耆
婆
に
向
ひ
て
申
け

る
は
⋮
⋮

こ
れ
に
対
し
、
乙
系
統
で
は
、

︹
乙
系
統
︺（
第
九
条
標
題
）
花
陽
と
儀
羽
医
学
を
論
す
る
事　
並　
儀
羽
霊
夢
を
蒙
る
事

斯
て
其
日
も
は
や
暮
て
明
れ
は
、
儀
羽
は
は
や
起
き
出
て
装
束
を
改
め
、
早

朝
ゟ
御
殿
に
出
け
れ
は
、
大
臣
以
下
諸
官
人
等
今
日
は
御
殿
に
於
て
、
花
陽

婦
人
と
儀
羽
と
問
答
あ
り
い
で
〳
〵
見
物
せ
ん
と
、
追
ゝ
出
来
り
て
⋮
⋮

と
、
最
初
か
ら
天
竺
の
名
医
儀（
耆
婆
）羽
の
参
内
を
語
り
、
甲
系
統
と
異
な
る
。
書
写
者

に
よ
る
言
い
ま
わ
し
の
差
違
が
多
少
存
在
す
る
が
、
乙
系
統
の
第
九
条
の
二
重
線

部
は
、
甲
系
統
の
第
八
条
の
二
重
線
部
と
内
容
的
に
は
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

乙
系
統
の
第
九
条
の
標
題
は
、
甲
系
統
の
▼
に
相
当
す
る
部
分
に
挿
入
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
も
乙
系
統
に
共
通
す
る
特
徴
で
あ
る

7

。

Ⅲ　

表
現
の
相
違

前
述
の
よ
う
に
、
各
伝
本
は
多
少
の
表
現
上
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
一
方
、

各
伝
本
に
共
通
す
る
表
現
も
看
取
で
き
る
。
同
じ
場
面
で
あ
っ
て
も
、
系
統
に

よ
っ
て
表
現
や
使
用
さ
れ
る
言
葉
が
異
な
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
二
つ
例
を
挙

げ
る
。

甲
系
統
の
第
七
条
「
棄
刄
大
臣
忠
死
之
事 

並 

花
陽
病
気
付
耆
婆
閉
門
の
事
」

の
冒
頭
で
は
、

︹
甲
系
統
︺
斯
て
班（

斑
）

足
大
王
は
華（

花
）

陽
婦
人
に
心
を
う
ば
わ
れ
玉
ひ
、
何
を
申

上
て
も
花
陽
の
申
通
り
に
な
さ
れ
て
、
日
ゝ
お
ご
り
増
長
し
て
、
人
を
殺
す

事
を
こ
の
み
、
諫
言
す
る
も
の
を
ば
、
即
坐
に
手
討
に
被
成
候
（
る
カ
）も
の
、
数
を

し
れ
す
。

と
、
悪
逆
無
道
の
斑
足
王
を
描
写
す
る
の
に
、
狐
妖
が
化
し
た
花
陽
夫
人
に
心
を



四
七

実
録
的
写
本
『
三
国
悪
狐
伝
』
の
伝
本
に
つ
い
て
（
馮
）

奪
わ
れ
、
花
陽
夫
人
の
言
葉
を
何
で
も
聞
き
入
れ
る
こ
と
（
二
重
線
部
）
が
記
述

さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
乙
系
統
で
は
、

︹
乙
系
統
︺
偖
も
斑
足
大
王
は
御
酒
宴
に
月
日
を
送
り
、
奢
り
増
長
し
て
、

是
を
諌
言
す
る
者
有
は
、
即
時
に
御
手
打
被
な
（
成
カ
）し
、
且
は
民
百
姓
を
殺
し
て

慰
と
し
て
、
悪
逆
増
長
い
わ
ん
か
た
無
く
⋮
⋮

と
、
花
陽
夫
人
に
心
を
奪
わ
れ
る
こ
と
に
触
れ
ず
、
代
わ
り
に
酒
宴
に
月
日
を
送

る
斑
足
王
の
振
る
舞
い
（
波
線
部
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
第
八
条
「
孫
晏
大
臣
耆
婆
を
執
成
之
事 

並 

華（
花
）
陽
耆
婆
と
問
答
之
事
」

の
冒
頭
で
も
、
同
様
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。

︹
甲
系
統
︺
去
程
に
、
耆
婆
は
閉
門
の
身
と
成
て
よ
り
、
口
お
し
く
お
も
ひ
、

何
卒
し
て
花
陽
退
け
ず
ん
ば
、
国
家
の
為
よ
ろ
し
か
ら
す
と
、
日
夜
此
事
は

か
り
に
心
を
配
り
暮
す
と
い
へ
ど
も
、
す
べ
き
よ
ふ
な
く
、
い
た
つ
ら
に
日

を
送
り
け
る
か
⋮
⋮

︹
乙
系
統
︺
去
程
に
、
儀（
耆
婆
）羽
は
閉
門
の
身
と
也
て
よ
り
、
心
は
只
夜
刄

（
叉
カ
）の

こ

と
く
に
お
も
ひ
共
、
す
へ
き
様
な
く
、
我
館
に
引
籠
り
て
の
み
居
け
る
か
、

何
と
し
て
花
陽
を
退
ぞ
け
ん
と
、
さ
な
き
時
に
は
、
国
家
の
た
め
宜
か
ら
ん

と
、
日
夜
心
を
砕
て
工
夫
す
れ
共
、
何
と
も
謀
計
の
施
す
へ
き
や
う
な
く
、

徒
に
其
日
を
送
り
け
る
か
⋮
⋮

甲
系
統
で
は
、
謹
慎
の
身
と
な
っ
た
耆
婆
が
「
口
惜
し
く
思
い
」（
二
重
線
部
）

と
表
現
さ
れ
る
が
、
乙
系
統
で
は
「
心
は
夜
刄
（
叉
カ
）の
ご
と
く
に
思
い
」（
波
線
部
）

と
す
る
。
こ
の
箇
所
と
同
様
の
差
異
は
、
甲
系
統
と
乙
系
統
の
全
体
に
お
い
て
も

見
出
さ
れ
る
。

Ⅳ　

注
記
の
多
寡

甲
系
統
と
乙
系
統
の
相
違
点
の
中
で
そ
の
最
た
る
も
の
は
、
注
記
の
数
、
お
よ

び
注
記
の
内
容
の
多
寡
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
注
記
の
多
寡
が
、
甲
系
統
と
乙
系

統
の
い
ず
れ
の
系
統
が
『
三
国
悪
狐
伝
』
の
祖
本
の
形
を
伝
え
て
い
る
か
を
判
断

す
る
鍵
と
も
な
り
、
重
要
な
意
味
を
持
つ
。

『
三
国
悪
狐
伝
』
の
全
編
を
通
し
て
、
文
章
の
途
中
あ
る
い
は
最
後
に
、「
私
に

曰
く
」、「
評
に
曰
く
」、「
曰
く
」
等
の
文
言
か
ら
始
ま
る
い
つ
く
か
の
注
記
が
施

さ
れ
て
い
る
。
識
別
し
や
す
く
す
る
た
め
、
こ
れ
ら
の
注
記
は
ほ
と
ん
ど
が
原
文

よ
り
少
し
下
げ
て
記
入
さ
れ
、
物
語
の
本
筋
と
は
直
接
関
わ
ら
な
い
付
加
的
情
報

を
提
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
性
格
を
持
つ
た
め
か
、
注
記
は
伝
写
の
際
に

往
々
に
し
て
省
略
さ
れ
、
数
も
伝
本
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。︻
附
表
︼
の

「
注
記
条
数
」
に
示
し
た
よ
う
に
、
不
全
本
を
除
き
、
数
の
最
も
多
い
伝
本
が
、

早
大
本
・
千
葉
B
本
・
架
蔵
B
本
・
架
蔵
F
本
・
横
山
B
本
の
十
七
条
で
あ
り
、

最
も
数
の
少
な
い
伝
本
が
、
九
大
A
本
の
八
条
で
あ
っ
た
。
以
下
、
甲
系
統
に
属

す
る
早
大
本
を
底
本
と
し
て
、
十
七
条
の
注
記
の
全
貌
を
示
す
（
紙
幅
に
限
ら
れ

る
た
め
、
第
二
・
七
・
十
一
条
は
要
約
の
み
）。



四
八

実
録
的
写
本
『
三
国
悪
狐
伝
』
の
伝
本
に
つ
い
て
（
馮
）

こ
の
よ
う
な
注
記
の
数
量
の
多
寡
は
系
統
に
よ
っ
て
異
な
る
。
第
十
条
の
注
記

に
つ
い
て
、
右
に
示
し
た
甲
系
統
で
は
、
天
竺
の
名
医
耆
婆
が
野や

狐こ

樹じ
ゅ

と
い
う
不

思
議
な
木
を
用
い
て
花
陽
夫
人
の
正
体
を
暴
き
、
花
陽
夫
人
が
逃
げ
去
っ
た
部
分

の
次
に
、
こ
の
よ
う
な
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
（
再
掲
）。

︹
甲
系
統
︺（
第
十
条
注
記
）
私
に
曰
く
、
耆
婆
名
医
の
名
を
得
た
る
事
、
野

狐
樹
に
は
あ
ら
ず
薬
王
樹
也
。
此
薬
王
樹
は
人
間
の
五
体
あ
り
〳
〵
と
見
へ

注
記

番
号

在所

内　
　

容

一

譚　己　妲

私
に
い
わ
く
、
此
ほ
う
ら
く
の
刑
と
い
ふ
は
、
銅
の
柱
を
拵
へ
、
其
中
へ

炭
を
お
こ
し
、
是
を
殿
中
に
立
て
、
刑
に
行
ふ
べ
き
も
の
を
、
抱
付
せ

る
也
。

二

爰
に
太
公
望
と
云
人
有
、（
太
公
望
が
奇
術
を
使
い
、
木
こ
り
の
命
を
助
け
、

餌
を
付
け
ず
に
魚
を
釣
る
）8。

三

曰
、
伯
夷
叔
斉
は
深
山
に
至
り
て
わ
ら
ひ
計
喰
け
る
か
、
周
の
世
に
至
り

て
、
太
公
望
の
仰
に
て
尋
行
、
伯
夷
に
対
面
し
て
、
何
国
に
て
も
国
土
に

あ
ら
ざ
る
所
無
之
、
蕨
も
周
の
国
土
に
生
る
ゝ
物
な
り
と
い
ふ
。
是
よ
り
、

二
人
終
に
餓
し
す
め
し
と
な
り
。
誠
に
古
今
の
義
元
（
士
カ
）
な
り
。

四

私
に
曰
く
、
陽
銅
山
は
書
に
見
え
た
れ
と
も
、
我
鬼
先
生
並
龐
抔
と
云
者
、

何
の
書
に
成
れ
何
の
書
よ
り
出
し
け
ん
か
な
。
其
実
を
知
す
。
最
照
魔
鏡

を
受
し
故
、
終
に
達
妃
を
退
治
せ
よ
（
し
カ
）、
是
鏡
の
徳
な
る
べ
し
。

五

私
に
曰
く
、
殷
と
周
の
戦
ひ
は
、
武
王
軍
談
に
く
わ
し
け
れ
は
、
爰
に
略
す
。

六

曰
く
、
殷
亡
び
て
武
王
位
に
つ
ら
（
く
カ
）
の
と
き
、
本
朝
に
地
神
五
代

葺
不
合
尊
の
末
の
御
代
に
当
る
と
か
や
。

七

譚　人　夫　陽　花

私
に
い
わ
く
、
此
女
の
衣
裳
に
靏
裳
と
い
ふ
、（
こ
の
服
は
農
夫
が
鶴
を
助

け
、
鶴
女
房
が
作
っ
た
も
の
だ
）。

八

是
鉢
の
木
の
謡
ひ
浄
瑠
璃
に
い
て
ゝ
諸
人
知
る
所
也
。
依
て
此
詩
の
い
わ

れ
又
靏
裳
の
𥿻
の
い
わ
れ
を
、
爰
に
記
計
哉
。

九

曰
く
、
惜
哉
、
此
時
大
王
心
付
給
ひ
な
ば
、
後
の
災
ひ
な
き
も
の
を
、
心

付
ざ
り
し
は
、
是
に
全
く
気
を
奪
わ
れ
玉
ひ
し
故
也
。

十

私
に
曰
く
、耆
婆
名
医
の
名
を
得
た
る
事
、野
狐
樹
に
は
あ
ら
ず
薬
王
樹
也
。

此
薬
王
樹
は
人
間
の
五
体
あ
り
〳
〵
と
見
へ
す
き
て
、
五
臓
六
肝
（
腑
カ
）

の
不
足
を
是
に
て
見
は
け
、
し
か
う
し
て
薬
を
調
合
す
る
ゆ
へ
、
的
中
せ

す
と
い
ふ
事
な
し
。
故
に
名
人
の
名
を
得
た
り
。
此
事
に
野
狐
樹
と
か
き

し
は
、
狐
の
一
件
の
書
成
が
ゆ
へ
に
、
か
く
書
し
も
の
な
る
へ
し
。

十
一

玉

私
に
い
わ
く
、
此
灯
台
の
せ
め
と
い
ふ
は
（
両
手
足
を
括
っ
て
頭
に
蝋
燭

の
火
を
置
く
刑
罰
だ
。
仲
麿
は
こ
の
刑
罰
を
受
け
た
際
に
、
三
笠
の
山
の

歌
を
読
み
、
こ
の
刑
罰
に
よ
っ
て
亡
く
な
る
）。

十
二

曰
く
、
吉
備
大
臣
入
唐
し
て
衣
に
縫
を
す
る
事
、
唐
土
に
て
是
を
お
ぼ
へ

来
り
て
、
我
朝
に
お
ゐ
て
は
じ
め
給
ふ
。
此
時
、
布
の
丈
二
丈
六
尺
に
定

る
也
。

十
三

譚　　前　　藻

曰
く
、
金
毛
九
尾
白
面
の
狐
は
、
仲
麿
吉
備
大
臣
の
入
唐
な
き
迄
は
、
日

本
は
小
国
に
て
取
に
た
ら
す
と
お
も
ひ
居
け
る
処
、
此
両
卿
の
入
唐
に
つ

き
、
日
本
の
盛
ん
成
事
を
知
り
て
、
此
日
本
に
来
り
、
魔
国
に
な
さ
ん
と
、

是
よ
り
日
本
へ
渡
る
の
心
さ
し
出
来
し
と
見
ゆ
。
依
て
女
に
化
し
て
吉
備

公
を
お
し
は
か
つ
て
、
同
船
を
し
て
渡
り
、
暫
く
身
を
か
く
し
、
時
の
至

る
を
相
待
け
る
。

十
四

私
に
い
わ
く
、
山
鳥
の
尾
の
ふ
の
十
三
有
は
、
懐
中
し
て
旅
な
と
に
趣
時

に
、
あ
や
し
き
も
の
と
思
ひ
な
ば
、
生
化
を
顕
さ
ん
か
た
め
、
彼
山
鳥
の

尾
を
丸
く
輪
に
し
て
、
其
中
ゟ
の
そ
き
見
る
時
は
、
其
躰
顕
れ
わ
か
る
也
。

必
す
懐
中
す
べ
き
も
の
也
。
ふ
の
十
三
有
は
ま
れ
も
の
な
り
。

十
五

曰
く
、
三
浦
之
介
上
総
之
介
、
禁
庭
に
お
ゐ
て
犬
を
以
て
狐
か
り
の
稽
古

を
す
る
事
、
例
と
な
り
て
、
今
に
於
て
其
規
式
有
て
是
を
弓
の
三
ツ
も
の

と
い
ふ
。
や
ぶ
さ
め
、
笠
掛
、
犬
お
ふ
物
と
て
、
今
に
お
ゐ
て
例
年
禁
庭

に
て
行
る
。
斯
て
三
浦
之
介
上
総
之
介
は
稽
古
怠
ら
ず
致
け
る
。

十
六

泰
成
と
あ
れ
ど
も
、
泰
近
実
正
也
。
安
部
（
倍
）
清
明
よ
り
五
代
の
孫
也
。

四
代
目
を
安
成
と
い
ふ
。
此
時
代
に
は
安
成
老
病
に
て
死
去
す
。
泰
近
相

続
し
て
四
十
二
歳
の
年
清
涼
殿
に
お
ゐ
て
蟇
目
の
祈
祷
行
ふ
。
野
須
野
之

原
に
て
狐
か
り
の
節
は
行
年
八
十
一
歳
也
。
翌
年
に
死
去
す
。
是
を
見
る

に
其
日
記
（
実
説
カ
）
を
か
ん
が
う
べ
し
。

十
七

曰
く
、
石
の
二
ツ
に
わ
れ
し
中
よ
り
、
紅
ひ
の
気
立
登
り
、
西
に
行
て
消

失
け
り
。
是
長
州
萩
か
安
芸
城
下
ゟ
七
里
餘
り
在
郷
へ
止
ま
り
て
、
人
み

ん
（
な
カ
）
恐
れ
て
是
を
神
に
ま
つ
り
、
社
を
立
て
玉
藻
大
明
神
と
名
付
、

毎
年
九
月
廿
八
日
祭
礼
有
。
又
鎌
倉
に
納
り
し
地
蔵
尊
、
鎌
倉
没
落
の
後

足
利
義
満
公
京
都
の
真
女
堂
に
お
さ
め
給
ふ
。
是
を
将
軍
地
蔵
と
い
ふ
。

京
都
に
趣
き
今
は
参
詣
を
と
げ
て
、
弥
実
説
を
知
り
給
ふ
と
也
。



四
九

実
録
的
写
本
『
三
国
悪
狐
伝
』
の
伝
本
に
つ
い
て
（
馮
）

す
き
て
、
五
臓
六
肝
（
腑
カ
）の
不
足
を
是
に
て
見
は
け
、
し
か
う
し
て
薬
を
調
合
す

る
ゆ
へ
、
的
中
せ
す
と
い
ふ
事
な
し
。
故
に
名
人
の
名
を
得
た
り
。
此
事
に

野
狐
樹
と
か
き
し
は
、
狐
の
一
件
の
書
成
が
ゆ
へ
に
、
か
く
書
し
も
の
な
る

へ
し
。

耆
婆
が
薬
王
樹
に
よ
っ
て
名
声
を
得
た
こ
と
が
一
般
的
に
言
わ
れ
る
が
、
こ
の
作

品
で
敢
え
て
野
狐
樹
と
書
く
の
は
、
狐
妖
を
物
語
る
一
書
だ
か
ら
だ
と
述
べ
て
い

る
。
し
か
し
、
不
全
本
の
た
め
注
記
の
所
在
が
確
認
で
き
な
い
堀
C
本
以
外
の
乙

系
統
の
諸
本
で
は
、
こ
の
第
十
条
の
注
記
が
全
く
記
載
さ
れ
て
い
な
い

9

。
こ
れ
は

単
な
る
書
写
者
の
脱
漏
と
は
考
え
難
く
、
乙
系
統
に
共
通
す
る
特
徴
だ
と
言
え
よ

う
。
こ
の
相
違
が
生
じ
る
理
由
は
後
述
す
る
。

系
統
に
よ
っ
て
現
れ
る
特
徴
は
、
注
記
の
内
容
の
多
寡
か
ら
も
看
取
で
き
る
。

物
語
の
最
後
で
は
、
玉
藻
前
が
那
須
野
に
逃
げ
込
み
、
三み
う
ら
の
す
け

浦
介
と
上か
ず
さ
の
す
け

総
介
に
殺
さ

れ
て
殺
生
石
と
な
る
が
、
よ
う
や
く
玄
翁
に
よ
っ
て
煩
悩
か
ら
解
き
放
た
れ
る
。

こ
の
部
分
の
末
尾
に
、
甲
系
統
で
は
第
十
七
条
の
注
記
が
施
さ
れ
て
い
る
（
再

掲
）。︹

甲
系
統
︺（
第
十
七
条
注
記
）
曰
く
、
石
の
二
ツ
に
わ
れ
し
中
よ
り
、
紅
ひ

の
気
立
登
り
、
西
に
行
て
消
失
け
り
。
是
長
州
萩
か
安
芸
城
下
ゟ
七
里
餘
り

在
郷
へ
止
ま
り
て
、
人
み
ん
（
な
カ
）恐
れ
て
是
を
神
に
ま
つ
り
、
社
を
立
て
玉
藻
大

明
神
と
名
付
、
毎
年
九
月
廿
八
日
祭
礼
有
（
下
略
）。

玄
翁
に
教
化
さ
れ
て
砕
か
れ
た
殺
生
石
よ
り
、
紅
の
気
が
立
ち
昇
っ
て
安
芸
国
に

止
ま
り
、
人
々
が
そ
の
場
所
に
社
を
建
立
し
て
「
玉
藻
大
明
神
」
と
し
て
祭
る
、

と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
注
記
が
『
三
国
悪
狐
伝
』
の
全
編
の
最
末
尾
に
位
置

す
る
。
乙
系
統
で
は
、

︹
乙
系
統
︺（
第
十
七
条
注
記
）
私
に
曰
く
、
か
の
石
の
二
ツ
に
割
し
時
中
よ

り
、
紅
気
の
立
昇
り
て
、
遥
か
に
西
の
方
へ
行
て
消
失
け
る
が
、
是
は
長
門

の
国
萩
の
城
下
ゟ
七
里
餘
り
脇
に
当
り
て
在
郷
に
そ
止
り
け
る
。
人
〳
〵
大

へ
（
い
カ
）に
恐
れ
て
打
寄
相
談
を
な
し
て
是
を
一
座
の
神
に
祭
り
て
、
社
を
建
て
玉

藻
大
明
神
と
名
号
て
、
毎
年
九
月
廿
八
日
祭
礼
の
事
あ
り
け
る
と
ぞ

0

0

。
則
予

其（
衍
字
か
）

か
み
西
国
へ
趣
き
た
り
し
時
に
、
其
辺
り
に
行
て
是
を
見
た
る
也
。
今
は

星
霜
を
経
て
僅
の
小
宮
に
し
て
、
祭
礼
の
事
も
い
つ
し
か
止
み
て
な
き
と
云

ふ
事
を
、
処
の
百
姓
に
聞
及
ひ
し
と
也
（
下
略
）。

と
、
甲
系
統
と
共
通
す
る
内
容
が
認
め
ら
れ
る
と
同
時
に
、「
予
」
が
こ
の
「
玉

藻
大
明
神
」
を
参
観
し
よ
う
と
し
た
が
、
当
地
の
百
姓
か
ら
、「
時
の
流
れ
に
つ

れ
て
社
が
小
宮
と
な
り
、
祭
礼
も
無
く
な
っ
た
」
と
の
話
を
聞
い
た
（
傍
線
部
）、

と
い
う
内
容
が
増
益
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
甲
・
乙
系
統
に
分
け
る
根
拠
を
四
点
提
示
し
て
き
た
。
残
り
の

丙
系
統
に
関
し
て
は
、
弘
図
B
本
と
横
山
B
本
は
基
本
的
に
甲
系
統
の
特
徴
を
持

つ
が
、
弘
図
B
本
は
「
Ⅲ
表
現
の
相
違
」
の
第
七
条
で
述
べ
た
乙
系
統
の
「
酒
宴

に
月
日
を
送
り
」
の
表
現
（
波
線
部
）
を
有
し
、
横
山
B
本
は
「
Ⅰ
内
容
の
相
違
」

の
第
十
八
条
で
掲
示
し
た
乙
系
統
の
「
既
に
此
度
⋮
⋮
」
の
部
分
（
傍
線
部
）
を

有
し
て
い
る
。
こ
れ
は
伝
写
の
際
に
、
甲
系
統
だ
け
で
な
く
乙
系
統
の
伝
本
も
参

考
に
し
た
結
果
、
両
系
統
の
内
容
が
混
合
し
た
も
の
と
考
え
る
。

以
上
、
第
十
・
十
七
条
の
注
記
で
は
系
統
に
よ
っ
て
異
同
が
認
め
ら
れ
る
が
、

一
歩
踏
み
込
ん
で
考
え
た
と
き
、
こ
れ
ら
の
相
違
か
ら
如
何
な
る
も
の
が
見
え
て



五
〇

実
録
的
写
本
『
三
国
悪
狐
伝
』
の
伝
本
に
つ
い
て
（
馮
）

く
る
で
あ
ろ
う
か
。

三
、
祖
本
の
推
定

祖
本
の
推
定
を
試
み
る
前
に
、
ま
ず
『
三
国
悪
狐
伝
』
の
作
品
の
特
徴
、
お
よ

び
注
記
の
性
質
を
確
認
し
て
お
く
。

『
三
国
悪
狐
伝
』
の
全
編
を
俯
瞰
す
れ
ば
、
他
作
品
か
ら
内
容
を
借
用
し
、
そ

れ
を
作
品
に
融
合
し
て
一
つ
の
作
品
と
し
て
仕
上
げ
る
、
と
い
う
著
者
の
姿
勢
が

強
く
現
れ
出
て
い
る
。
具
体
的
に
言
う
と
、『
三
国
悪
狐
伝
』
の
妲
己
譚
と
褒
姒

譚
に
つ
い
て
、
夙
に
曲
亭
馬
琴
に
「
周
の
褒
姒
を
、
殷
の
妲
己
に
作
り
か
え
し
は
、

後
人
の
所
為
に
し
て
、
通
俗
武
王
軍
談
に
縁よ

れ
る
な
る
べ
し
」
と
指
摘
さ
れ
た
よ

う
に
、『
通つ
う

俗ぞ
く

武ぶ

王お
う

軍ぐ
ん

談だ
ん

』
が
強
く
関
与
し
て
い
る
。
殷
周
の
戦
い
や
、
狐
変
妲

己
・
褒
姒
の
内
容
は
悉
く
『
通
俗
武
王
軍
談
』
に
取
材
し
、
堀
誠
の
注
目
し
た
第

五
条
の
注
（
後
述
）
に
は
「
武
王
軍
談
」
の
書
名
が
明
記
さ
れ
、
さ
ら
に
『
通
俗

武
王
軍
談
』
の
確
実
な
影
響
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
山
下
琢
巳
が
指
摘
す
る

よ
う
に
、
花
陽
夫
人
譚
に
お
け
る
耆
婆
に
よ
る
狐
退
治
な
ど
は
『
勧か
ん

化げ

白び
ゃ
っ

狐こ

通つ
う

』

に
依
拠
し
て
い
る

0

。
そ
れ
に
加
え
て
、
玉
藻
前
譚
に
お
い
て
は
、
玉
藻
前
の
身
よ

り
光
を
放
つ
こ
と
や
、
祈
り
の
際
に
幣
取
り
に
命
じ
ら
れ
る
な
ど
、「
玉た
ま
も藻
の
草そ
う

子し

」
よ
り
吸
収
し
た
形
跡
が
あ
る
一
方
、『
安あ

倍べ
の

仲な
か

麿ま
ろ

入に
っ

唐と
う

記き

』
や
『
安あ

倍べ
の

晴せ
い

明め
い

物も
の

語が
た
り』
に
記
載
さ
れ
る
野
馬
台
詩
や
仲
麿
・
吉
備
入
唐
説
話
を
利
用
し
た
内
容
も

存
在
す
る

!

。

他
作
品
か
ら
プ
ロ
ッ
ト
を
融
合
さ
せ
る
際
に
、
注
記
と
い
う
体
裁
が
よ
く
用
い

ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
前
掲
の
注
記
第
二
条
は
、
三
丁
半
に
亘
っ
て
太
公
望
の

事
蹟
を
叙
述
し
、
第
七
条
は
靏
裳
の
紹
介
を
通
じ
て
鶴
女
房
の
話
を
挿
入
し
、
第

十
一
条
は
仲
麿
の
灯
台
の
責
め
を
受
け
て
亡
く
な
っ
た
内
容
を
物
語
る
。

一
方
、
第
一
・
三
・
十
四
・
十
五
条
の
よ
う
に
、
物
語
に
現
れ
る
「
炮
烙
」、「
伯

夷
叔
斉
」、「
山
鳥
の
尾
」、「
弓
の
三
物
」
に
つ
い
て
注
釈
す
る
も
の
や
、
第
九
条

の
よ
う
に
、
斑
足
王
が
花
陽
夫
人
の
正
体
に
気
づ
か
な
い
こ
と
に
、
コ
メ
ン
ト
を

加
え
た
注
記
が
散
見
す
る
。
と
同
時
に
、
第
六
・
十
二
条
の
よ
う
に
、
本
朝
の
時

代
や
吉
備
の
事
蹟
を
補
説
し
た
り
、
第
八
条
の
よ
う
に
、
引
用
し
た
詩
の
出
所
を

示
す
注
記
も
あ
る
。『
三
国
悪
狐
伝
』
の
全
体
に
亘
っ
て
、
注
記
が
本
筋
以
外
の

情
報
を
付
加
し
、
作
品
の
一
部
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
れ
を

分
析
す
る
際
に
最
初
に
浮
か
び
上
が
る
の
は
、
こ
れ
ら
の
注
記
が
、
一
体
、
誰
の

手
に
よ
る
も
の
な
の
か
と
い
う
疑
問
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
解
く
に
は
、
作
品
の
創

作
意
図
を
示
唆
す
る
い
く
つ
か
の
注
記
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

ま
ず
第
五
条
の
注
記
で
は
、『
三
国
悪
狐
伝
』
が
周
武
王
の
伐
紂
の
経
緯
を
か

な
り
簡
略
化
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
、『
通
俗
武
王
軍
談
』
が
詳
し
い
の
で
敢
え

て
省
い
た
と
説
く
。「
爰
に
略
す
」
の
表
現
か
ら
、『
三
国
悪
狐
伝
』
の
著
者
が
創

作
す
る
際
に
、
省
略
の
理
由
を
自
ら
述
べ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
、
著
者
自
身
に
よ

る
注
記
で
あ
る
こ
と
を
強
く
示
唆
し
て
い
る
。

同
様
の
言
葉
は
、
第
十
六
条
に
も
存
在
す
る
。
先
述
の
よ
う
に
、『
三
国
悪
狐

伝
』
は
「
玉
藻
の
草
子
」
と
『
勧
化
白
狐
通
』
を
利
用
し
て
い
る
。「
玉
藻
の
草
子
」

と
『
勧
化
白
狐
通
』
に
お
い
て
、
狐
妖
を
退
治
す
る
陰
陽
師
は
安
倍
泰
成
で
あ
る
。

し
か
し
、『
三
国
悪
狐
伝
』
で
は
敢
え
て
安
倍
泰
成

0

0

を
用
い
ず
、
安
倍
泰
近

0

0

と
記

す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
注
記
に
提
示
さ
れ
た
考
証
に
よ
り
、
泰
近
が
時
代
的
に



五
一

実
録
的
写
本
『
三
国
悪
狐
伝
』
の
伝
本
に
つ
い
て
（
馮
）

合
致
し
「
実
正
し
い
」
た
め
で
あ
る
。
泰
近
を
用
い
た
意
図
を
説
明
す
る
こ
と
か

ら
見
て
、
こ
の
注
記
も
『
三
国
悪
狐
伝
』
の
著
者
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
よ
か
ろ

う
。
ま
た
、
第
十
三
条
で
は
、
狐
妖
が
な
ぜ
吉
備
の
船
に
乗
っ
て
日
本
に
渡
来
し

た
の
か
を
説
明
し
、
渡
日
後
、「
時
の
至
る
を
相
待
け
る
」
と
、
狐
妖
の
行
動
に

つ
い
て
補
説
し
、
物
語
の
次
の
部
分
に
繋
げ
て
い
る
。
こ
れ
も
著
者
に
よ
る
も
の

だ
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
注
記
に
現
れ
る
各
表
現
が
、『
三
国
悪
狐
伝
』
の

著
者
自
身
に
よ
っ
て
書
き
記
さ
れ
た
可
能
性
は
極
め
て
大
き
い
。

同
時
に
、
第
十
七
条
に
「
弥
実
説
を
知
り
給
ふ
」、
第
十
六
条
に
「
其
実
説
を

か
ん
が
う
べ
し
」（
早
大
本
に
誤
写
が
あ
り
、
架
蔵
F
本
に
よ
っ
て
正
す
）
と
あ

り
、「
実
説
」
を
重
ん
じ
る
一
面
も
窺
わ
れ
る
。
こ
れ
は
実
録
物
と
い
う
ジ
ャ
ン

ル
と
関
わ
り
、
事
実
に
基
づ
く
特
性
を
現
わ
す
。
第
四
条
に
い
う
我
鬼
先
生
と
龐

抔
は
、『
通
俗
武
王
軍
談
』
に
登
場
す
る
雲
中
子
と
雷
震
子
に
由
来
し
、
虚
構
し

た
人
物
と
推
測
さ
れ
る
が
、
実
録
物
の
特
性
に
配
慮
す
る
た
め
か
、
第
四
条
で
は

故
意
に
「
其
実
を
知
ず
」
と
述
べ
る
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、「
Ⅳ
注
記
の
多
寡
」
に
挙
げ
た
甲
系
統
に
し
か
存
在
し
な

い
第
十
条
に
戻
り
、
改
め
て
考
察
を
加
え
る
。
第
十
条
の
二
重
線
部
に
注
目
す
る

と
、
耆
婆
が
持
つ
薬
王
樹
を
こ
の
書
で
野
狐
樹
に
改
め
る
理
由
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
前
述
の
第
五
・
十
六
条
の
よ
う
に
、
創
作
意
図
を
自
ら
注
釈
し
、
野
狐
樹
に

改
め
た
所
以
を
説
明
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
注
記
も
『
三
国
悪
狐
伝
』
の
著
者
が

付
加
し
た
説
明
だ
と
理
解
で
き
る
。
た
だ
し
、
二
重
線
部
で
は
「
か
く
書
し
も
の

な
る
へ
し
」
と
表
現
さ
れ
、「
な
る
べ
し
」
は
一
般
的
に
推
量
の
意
味
を
持
つ
が

@

、

野
狐
樹
と
記
す
理
由
を
言
い
切
ら
ず
に
推
量
す
る
の
は
、
先
述
の
第
四
条
に
も
見

ら
れ
る
、
虚
構
や
創
作
し
た
部
分
に
対
し
て
、
断
言
を
避
け
る
傾
向
と
関
わ
る
た

め
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
第
十
条
の
注
記
に
つ
い
て
推
測
す
る
と
、
こ
れ
が
も
と
も
と
『
三
国
悪
狐

伝
』
の
著
者
に
よ
っ
て
付
け
ら
れ
た
も
の
で
、
あ
る
程
度
伝
写
さ
れ
た
後
に
欠
落

し
た
か
、
ま
た
は
省
略
さ
れ
た
。
第
十
条
の
注
記
の
な
い
写
本
は
、
繰
り
返
し
伝

写
さ
れ
て
広
が
り
、
結
果
と
し
て
、
そ
れ
が
乙
系
統
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

し
か
し
そ
の
一
方
、
注
記
の
中
に
は
、『
三
国
悪
狐
伝
』
の
著
者
で
は
な
く
、

書
写
者
に
よ
る
添
加

0

0

0

0

0

0

0

0

と
考
え
ら
れ
る
部
分
も
見
出
さ
れ
る
。
改
め
て
「
Ⅳ
注
記
の

多
寡
」
の
第
十
七
条
を
検
証
す
る
。
甲
系
統
と
比
べ
、
下
線
部
の
よ
う
に
、
乙
系

統
で
は
「
予
」
が
「
玉
藻
大
明
神
」
を
見
物
し
よ
う
と
す
る
内
容
が
付
加
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
細
か
く
見
て
ゆ
く
と
、
乙
系
統
の
記
述
が
甲
系
統
と
は
わ
ず
か
に

異
な
っ
て
い
る
。
乙
系
統
で
は
「
と
ぞ
」（
重
点
符
）
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら

#

、「
玉
藻
大
明
神
」
の
経
緯
お
よ
び
祭
礼
に
つ
い
て
の
部
分
は
、「
予
」
が
他

所
か
ら
取
得
し
た
情
報
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
下
線
部
で
は
、

「
星
霜
を
経
て
僅
の
小
宮
に
し
て
、
祭
礼
の
事
も
い
つ
し
か
止
み
て
な
き
」
と
、

地
元
の
百
姓
か
ら
伝
え
聞
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
下
線
部
以
前
の
部
分
と
比
べ

る
と
、
時
間
差
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
下
線
部
は
先
ほ
ど

提
示
し
た
第
十
条
と
異
な
り
、『
三
国
悪
狐
伝
』
の
著
者
に
よ
る
も
の
と
は
考
え

に
く
い
。
お
そ
ら
く
、
下
線
部
の
「
予
」
が
書
写
者
の
一
人
で
、『
三
国
悪
狐
伝
』

に
も
と
か
ら
記
さ
れ
た
第
十
七
条
の
注
記
か
ら
、「
玉
藻
大
明
神
」
の
存
在
を
知

り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
実
際
に
そ
の
真
偽
を
確
か
め
た
上
で
、
下
線
部
の
よ
う
な
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行
文
を
付
け
加
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
下
線
部
の
叙
述
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
乙

系
統
は
甲
系
統
に
基
づ
い
て
、
増
補
添
加
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

第
十
条
と
合
わ
せ
て
見
る
と
、
乙
系
統
に
お
い
て
、
第
十
条
の
よ
う
な
『
三
国

悪
狐
伝
』
の
著
者
が
記
し
た
と
思
わ
れ
る
注
記
が
欠
落
し
、
第
十
七
条
の
注
記
の

下
線
部
に
記
載
さ
れ
る
書
写
者
に
よ
る
添
加
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
乙
系
統
が

甲
系
統
よ
り
後
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
甲
系
統
が
よ
り
祖
本
に
近
い
形
を
持

つ
と
推
察
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
誤
字
・
脱
字
の
問
題
を
視
野
に
入
れ
る
と
、
今
回

調
査
し
た
甲
系
統
の
中
に
、
十
七
条
の
注
記
を
持
ち
、
か
つ
誤
字
・
脱
字
が
少
な

い
伝
本
が
伝
存
せ
ず
、
遺
憾
な
が
ら
祖
本
に
よ
り
近
い
伝
本
を
提
示
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
し
か
し
、
今
後
調
査
を
さ
ら
に
進
め
て
ゆ
け
ば
、
祖
本
に
よ
り
近
い

形
を
持
つ
伝
本
を
発
見
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
期
待
し
て
い
る
。

四
、
結
語

最
後
に
、
性
格
が
異
な
る
千
葉
C
本
と
千
葉
A
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
た

い
。
千
葉
C
本
で
は
、
吉
備
大
臣
が
解
読
し
た
「
野
馬
台
の
詩
」
の
全
文
が
引
用

さ
れ
る
ほ
か
、
詩
の
由
来
（
梁
の
宝
誌
和
尚
が
天
女
の
残
し
た
文
字
を
集
め
た
も

の
）
や
、「
東
海
姫
氏
国　

百
世
代
天
工
」
よ
り
始
ま
る
詩
句
ご
と
に
、
注
釈
が

施
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
高
井
蘭
山
が
著
わ
し
た
『
野
馬
台
詩
国
字
抄
』（
寛
政

九
年
・
一
七
九
七
）
を
利
用
し
、『
三
国
悪
狐
伝
』
に
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
千
葉
A
本
は
『
三
国
悪
狐
伝
』
を
簡
略
化
し
た
一
本
と
考
え
る
。

以
上
、
今
回
目
睹
し
た
二
十
六
本
の
『
三
国
悪
狐
伝
』
の
伝
本
に
つ
い
て
考
察

し
て
き
た
。
本
論
を
ま
と
め
る
と
、
独
特
な
個
性
を
も
つ
千
葉
C
本
・
千
葉
A
本

の
二
本
以
外
に
、
欠
文
や
乱
丁
が
含
ま
れ
る
伝
本
と
不
全
本
を
除
外
し
、
残
り
の

十
六
本
の
完
本
は
、
と
も
に
二
十
六
条
の
標
題
を
持
つ
。
こ
れ
ら
の
完
本
を
精
査

し
、
甲
乙
二
つ
の
系
統
に
分
け
た
。
二
つ
の
系
統
の
間
に
は
、
書
写
者
の
言
い
ま

わ
し
を
超
え
た
内
容
の
相
違
や
、
標
題
の
位
置
や
、
用
い
る
表
現
の
相
違
が
見
出

せ
る
。
ま
た
、
乙
系
統
は
、『
三
国
悪
狐
伝
』
の
著
者
が
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る

第
十
条
の
注
記
を
持
た
ず
、
第
十
七
条
の
注
記
に
お
い
て
も
、
書
写
者
に
よ
る
と

推
定
す
る
添
加
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
乙
系
統
は
甲
系
統
よ
り
後
に
成
立
し

た
伝
本
で
あ
り
、
甲
系
統
は
源
と
な
る
祖
本
に
よ
り
近
い
形
を
持
つ
と
推
察
さ

れ
る
。

今
日
に
伝
わ
る
『
三
国
悪
狐
伝
』
の
伝
本
は
実
に
多
い
。
今
回
は
二
十
六
本
の

伝
本
を
調
査
し
た
が
、
調
査
す
る
伝
本
の
数
の
増
加
に
つ
れ
、『
三
国
悪
狐
伝
』

の
伝
本
の
全
体
像
、
な
い
し
未
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
特
徴
が
見
つ
か
る
か
も
し

れ
な
い
。『
三
国
悪
狐
伝
』
に
対
す
る
更
な
る
調
査
を
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残

し
た
い
。

注1

　

 

文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）
浄
瑠
璃
『
絵
本
増
補
玉
藻
前
曦
袂
』
の
改
作
、
文
化
四

年
歌
舞
伎
『
三
国
妖
狐
（
婦
）
伝
』
の
上
演
、
文
化
五
年
合
巻
『
玉
藻
前
竜
宮
物
語
』

の
出
版
、
文
化
六
年
合
巻
『
玉
藻
前
三
国
伝
記
』
の
刊
行
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
2

　

今
回
閲
覧
し
た
諸
伝
本
で
は
『
悪
狐
三
国
伝
』
の
書
名
が
多
い
が
、
曲
亭
馬
琴
『
玄

同
放
言
』「
宋
陳
彭
年
綽
号
」
の
条
に
、「
又
国
俗
の
所
云
九
尾
狐
は
、
三
国
悪
狐

伝
（
一
名
三
国
妖
婦
伝
）
て
ふ
、
草
子
物
語
よ
り
出
た
り
」
と
あ
り
、
近
世
よ
り

呼
ば
れ
て
き
た
『
三
国
悪
狐
伝
』
の
名
称
を
敢
え
て
用
い
る
。

　

3

　

 

後
藤
丹
治
「
三
国
妖
婦
伝
に
つ
い
て
」（『
説
林
』
三
巻
一
号
・
一
九
五
一
・
三
頁
）、

堀
誠
「『
三
国
悪
狐
伝
』
と
玉
藻
前
説
話
の
変
容
」（『
日
中
比
較
文
学
叢
考
』・
研
文
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出
版
・
二
〇
一
五
・
五
五
～
六
一
頁　

初
出　

一
九
八
八
）、
山
下
琢
巳
「
実
録
的

写
本
『
悪
狐
三
国
伝
』
の
成
立
に
つ
い
て
」（『
読
本
研
究
』
第
四
輯
上
・
渓
水
社
・

一
九
九
〇
・
一
一
六
頁
）、
拙
稿
「
読
本
『
画
本
玉
藻
譚
』
生
成
考

―
狐
変
妖
婦

説
話
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
」（『
国
文
学
研
究
』
一
八
九
・
二
〇
一
九
・
六
四
～

六
八
頁
）
に
よ
る
。

　

4

　

 

拙
稿
「
玉
藻
前
と
照
魔
鏡

―
『
絵
本
三
国
妖
婦
伝
』
と
『
画
本
玉
藻

譚
』
に
お
け
る
「
狐
妖
退
治
」
の
形
成
を
め
ぐ
っ
て
」（『
和
漢
比
較
文
学
』

六
二
・
二
〇
一
九
・
三
四
頁
）
に
は
、『
三
国
悪
狐
伝
』
の
伝
本
に
関
す
る
簡
単
な

整
理
が
あ
る
。︻
附
表
︼
の
伝
本
の
番
号
を
付
け
る
際
、
そ
れ
を
参
考
に
し
た
。

　

5

　

早
大
本
と
架
蔵
D
本
を
選
ぶ
理
由
と
し
て
、『
三
国
悪
狐
伝
』
の
序
文
に
「
十
五
巻

之
書
」
と
あ
り
、『
三
国
悪
狐
伝
』
に
依
拠
す
る
『
絵
本
三
国
妖
婦
伝
』
の
序
文
に

も
「
狐
婦
之
伝
十
五
巻
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
大
本
は
も
と
の
十
五
巻
の
体
裁

を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
架
蔵
D
本
は
四
巻
の
体
裁
を
持
つ
が
、
ほ

か
の
伝
本
と
比
べ
、
誤
写
が
少
な
い
た
め
底
本
と
し
た
。

　

6

　

 

不
全
本
の
諸
本
と
乱
丁
の
副
島
本
は
、
こ
の
特
徴
に
関
し
て
は
未
詳
。

　

7

　

 

堀
C
本
は
不
全
本
で
、
こ
の
部
分
が
見
ら
れ
な
い
た
め
、
こ
の
特
徴
に
関
し
て

未
詳
。

　

8

　

 

早
大
本
で
は
「
曰
」
が
な
く
、
原
文
よ
り
下
げ
ず
に
記
載
さ
れ
る
が
、「
伝
曰
」、

「
曰
」
と
記
し
て
原
文
よ
り
下
げ
て
示
す
伝
本
も
あ
る
た
め
、
こ
の
部
分
を
注
と
見

な
す
。

　

9

　

 

横
山
A
本
の
該
当
部
分
に
、
第
十
条
と
異
な
り
、「
班
足
王
ノ
コ
ト
仁
王
般
若
経

ニ
見
タ
リ
。
耆
婆
野
狐
樹
等
ノ
コ
ト
見
ヱ
ズ
。
何
レ
ノ
書
ヨ
リ
出
タ
ル
ヤ
。
訳
人

ノ
名
モ
不
知
。
甚
タ
不
審
ト
言
ベ
シ
」
と
記
さ
れ
る
。
筆
跡
か
ら
判
断
す
れ
ば
、

横
山
A
本
の
書
写
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
伝
写
の
際
に
野
狐
樹
の
こ
と
を
疑

問
に
思
い
、
付
け
加
え
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

0

　

 

曲
亭
馬
琴
『
玄
同
放
言
』「
宋
陳
彭
年
綽
号
」、
前
掲
し
た
堀
誠
の
論
文
の
六
四
頁

と
山
下
琢
巳
の
論
文
の
一
二
六
～
一
二
九
頁
に
よ
る
。

　

!
 

『
三
国
悪
狐
伝
』
と
近
世
の
狐
譚
と
の
関
わ
り
は
、
拙
稿
「
実
録
的
写
本
『
三
国
悪

狐
伝
』
と
近
世
の
狐
譚

―
そ
の
利
用
を
視
点
と
し
て
」（『
近
世
文
芸　

研
究
と

評
論
』
九
七
号
・
二
〇
一
九
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

@

　

 

伝
本
に
よ
っ
て
該
当
部
分
が
異
な
る
。
架
蔵
F
本
で
は
「
斯
印
し
置
者
也
」
と
推

量
を
用
い
な
い
。

　

#

　

 

下
線
部
を
有
す
る
が
、「
と
ぞ
」
の
表
現
が
欠
落
す
る
伝
本
も
あ
る
。

※  

本
論
の
引
用
に
当
た
り
、
句
読
点
、
振
り
仮
名
、
傍
線
、
重
点
符
な
ど
は
、
筆
者
に
よ
っ

て
適
宜
施
し
た
。
漢
字
は
正
字
に
改
め
た
。
括
弧
の
中
の
説
明
は
、
筆
者
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

※  

中
村
幸
彦
氏
・
長
島
家
・
福
井
市
図
書
館
・
黒
川
市
公
民
館
・
副
島
家
・
横
山
邦
治

氏
・
弘
前
図
書
館
蔵
本
は
、
国
文
学
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
・
紙
焼
に
よ
る
。

謝
辞

　

伝
本
の
閲
覧
に
便
宜
を
図
っ
た
諸
機
構
と
諸
氏
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
特
に
堀
誠
先

生
と
千
葉
俊
二
先
生
に
、
所
蔵
本
の
閲
読
を
快
諾
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
架
蔵
A
本
は

同
学
荻
原
大
地
氏
よ
り
譲
っ
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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【
附
表
】
調
査
し
た
二
十
六
本
『
三
国
悪
狐
伝
』
の
伝
本
の
書
誌
的
情
報

千
葉
俊
二
氏　
　
（
千
葉
A
本
）

千
葉
俊
二
氏　
　
（
千
葉
C
本
）

左
記
は
性
格
が
異
な
る
二
本

横
山
邦
治
氏　
　
（
横
山
B
本
）

弘
前
図
書
館　
　
（
弘
図
B
本
）

筆
者
架
蔵　
　
　
（
架
蔵
G
本
）

筆
者
架
蔵　
　
　
（
架
蔵
E
本
）

所　
　

蔵

堀
誠
氏　
　
　
　
（
堀
C
本
）

弘
前
図
書
館　
　
（
弘
図
A
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